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はじめに

本事業は、神奈川県において初めての県立保健医療福祉大学（仮称）の整備

をＰＦＩという手法で行うというものでありましたが、幸い企業の皆様に多大

な関心をもってい ただき、７グループからの提案の提出を受けました。

応募してくださった企業の皆さんにとっては、平成 年 月に募集要項を11 10

配布してから、本年２月に提案書をいただくまでの検討期間が短く、提案の内

容も、資金調達・設計・建設・維持管理という多岐にわたる内容であったにも

かかわらず、どの提案も十分に練られたものであり、本事業に対する応募者の

皆様の熱意と払われた労力が十分感じられ、感謝しております。

また、審査委員会の委員としてご参加いただいた皆様には、ご多忙にもかか

わらず優劣をつけるのが難しい審査を短期間で熱心に行っていただき厚くお礼

申し上げます。

平成 年４月12

県立保健医療福祉大学施設整備提案審査委員会委員長

神奈川県衛生部長 滝沢秀次郎



１ 提案対象事業の概要

(1) 事業名

神奈川県立保健医療福祉大学（仮称）施設整備事業

(2) 事業内容

本公募により選定された事業者は、その提案を基に設計・施工した建物等を神奈川

県に譲渡し所有権を移転するとともに所有権移転後の施設に関して維持管理業務を行

う。

(3) 業務の範囲

事業者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。

① 設計及びその関連業務

② 建設及びその関連業務

③ 工事を伴う備品整備業務

④ 工事監理業務

⑤ 周辺影響調査

⑥ 電波障害対策

⑦ 開発許可、建築確認等の手続業務及び関連業務

（ただし、大学設置認可等、文部省及び厚生省に対する諸手続は県が行う。）

⑧ 県への所有権移転業務

⑨ 30年間の割賦販売業務

⑩ 引渡し以降平成45年３月までの維持管理業務

(4) 建設場所

横須賀市平成町１丁目10番

(5) 建物の引渡及び所有権移転の期限

平成15年１月31日

(6) 大学の開学時期

平成15年４月１日



２ 提案応募事業者一覧

事業会社 設計企業 建設企業

Ａ ◎ ㈱大林組 ○ ㈱東畑建築事務所 ○ ㈱大林組

Ｂ ◎ ｾﾝﾄﾗﾙﾘ-ｽ㈱ ○ ㈱石本建築事務所 ○ 清水建設㈱

清水建設㈱ ㈱フジタ

Ｃ ◎ 三井物産㈱ ○ ㈱松田平田 ○ 西松建設㈱

三井不動産㈱

Ｄ ◎ ｾﾝﾁｭﾘ- ○ ㈱ｱｲ･ｴﾇ･ｴ- ○ ㈱間組

･ﾘ-ｼﾝｸﾞ･ｼｽﾃﾑ ㈱ 新建築研究所 日産建設㈱

Ｅ ◎ ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾘ-ｽ ㈱ ○ ㈱日本設計 ○ ㈱竹中工務店

三菱商事㈱ ㈱山本理顕設計工場 戸田建設㈱

㈱金子設計 東亜建設工業㈱

㈱渡辺組

㈱関工務店

Ｆ ◎ 住友商事㈱ ○ ㈱ ○ 大成建設㈱

東芝建物総合ﾘ-ｽ ㈱ ㈱ 日本鋼管㈱

㈱ト－メン ㈱ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨﾌｧｼﾘﾃｨ-ｽﾞ 馬淵建設㈱

大成建設㈱ 日本鋼管㈱ ㈱松尾工務店

相鉄建設㈱

山岸建設㈱

Ｇ ◎ オリックス㈱ ○ ㈱日建設計 ○ 鹿島建設㈱

鹿島建設㈱ 新日本製鐵㈱

鹿島リ－ス㈱

日鐵リ－ス㈱

◎ 代表事業会社 ○ 幹事企業



備　　考

コンセプト

特徴

配置及び動線 矢印は人の動線

棟数

面積（㎡）等

棟名 構造 階数 面積(㎡) 棟名 構造 階数 面積(㎡) 棟名 構造 階数 面積(㎡) 棟名 構造 階数 面積(㎡) 棟名 構造 階数 面積(㎡) 棟名 構造 階数 面積(㎡) 棟名 構造 階数 面積(㎡)

管理図書館
棟

Ｓ 4 5,666
管理・講堂
棟
ＳＲＣ
＋Ｓ 3 4,310

実験実習・講
義・図書館棟

ＰＣ 6 29,557
管理厚生・
講堂・図書
館棟

ＲＣ 4 11,256 大学棟 ＰＣ 6 39,776
実験・研究
棟

ＲＣ 7 17,859
本部棟
（実験実習）

ＲＣ 6 16,253
棟名の　　　　　　　は免震構造
の棟を示す。

厚生棟 Ｓ 3 1,462 図書館棟 ＲＣ 3 2,545
体育館・クラ
ブ棟

ＲＣ
＋Ｓ 4 3,830

講義・実験
実習棟

ＲＣ 5 25,358 屋外付属棟 ＲＣ 1 117
管理・講義
棟

ＲＣ 5 8,539
本部棟
（講義図書）

ＲＣ 6 9,121

教育研究棟 Ｓ 6 27,097 厚生棟 ＲＣ 1 730
講堂・カフェ
テリア棟

ＲＣ
＋Ｓ 3 2,705

付属棟（動
物舎等）

ＲＣ 2 346 体育館棟
ＲＣ＋
屋根Ｓ 3 2,647

本部棟
（研究教員）

ＲＣ 7 7,464

講堂棟 Ｓ 3 1,578
実験・実
習・講義棟

ＲＣ 5 29,380 管理棟 ＲＣ 3 2,843
付属棟（倉
庫）

ＲＣ 1 80 講堂棟
ＲＣ＋
屋根Ｓ 3 1,317

本部棟（講堂
事務食堂）

ＲＣ 3 3,880

体育館棟 Ｓ 3 2,662 体育館棟
ＳＲＣ
＋Ｓ 3 2,975 体育館棟 ＲＣ 2 2,516 ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ Ｓ 4 3,315 体育館棟

ＲＣ＋
屋根Ｓ 2 3,254

ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ
棟

ＲＣ 1 1,484 プラザ Ｓ 7 4,792

守衛・保安
室

ＲＣ 1 6 その他
ＲＣ
＋Ｓ 1 48

共用部門面積（㎡）及び
全体に占める割合（％）

最高高さ（ｍ）

構造の特徴

グランド面積（㎡）

図書館蔵書数（冊）
（開架書庫）

食堂席数（席）

屋上庭園

塩害対策

ハートビル法誘導的基準
及び福祉の街づくり条例

7

320

150,000
(50,000)

39,955

15,489(38.8)

27.4
（教育研究棟）

8,075

112,350
(66,600)

・ＰＣ造
・体育館棟などが直接基礎の計
画

13,039(33.5)

29.2
（実験実習・講義・図書館棟）

8,168

・巨大キャノピーの計画

海辺都市横須賀のランドマークに
ふさわしい大屋根をもつ大学

ヒューマンコラボレーションキャ
ンパス（人間がともに学び合い交
流する大学）

ライブコミュニケーションステー
ジ（彼らの溢れる活気は「舞台で
昇華され、その生活で育まれた交
流が「環」で結ばれる。）

コミュニイティインターチェンジ
（人と人が認めあい尊重し合う交
流空間（人間形成・環境形成・資
産形成））

あり、面積大

122,000
(42,000)

・植裁
・外壁タイル
・外部鉄部を溶融亜鉛メッキ

満たす

280

・水セメント比の低減
・タイル等の外壁仕上げ
・ＰＣ工法

あり、面積大

・植裁
・外壁タイル
・外部鉄部を溶融亜鉛メッキ等

満たす

なし

・東に建物集約、西に緑のガー
デン（丘・丘の上のスポーツ
ゾーン・テラス）と分離。
・建物は４＋１（交流プラザ）
とし役割を明確化。
・交流プラザとメディアセン
ターの壁面はガラスのファザー
ドで４階高さまでの大きな立体
広場。

5

39,556

5

39,940

21.05
（実験・実習・講義棟）

8,325

・大スパン２４ｍ
・高耐久コンクリートの使用

15,435（38.6)

Ｇ

・本館棟の各機能は、コミュニ
ケーションプラザ（屋内及び屋
外）・交流プラザ（屋外）等に分
離。
・地域開放の講堂部門には、管理
部門と食堂を併設。
・実験実習部門は学科ごとにブ
ロック分け。
・コミュニケーションプラザのゼ
ミコーナー（屋内）は学科間の交
流場所。

4

38,935

「ふれあい」のある教育環境の創造
（横須賀から新たな文化創造の拠点
として（交流・環境共生・ユニバー
サル））

地域に根ざした実践型の大学を計
画します。

Ｆ

ほぼ満たす

Ｅ

・建物は全免震・ダブルスキン
により全方位における熱付加低
減・断熱性の確保と高耐久100
年を実現する大きなマスで構
成。
・機能間は高さのある内部空間
を交流プラザとして活用。
・交流プラザの奥に体験の場、
学生相互の連携等多目的な利用
を考えたヒューマンスタジオを
配置。

・ほぼ全面免震構造
・講堂の大空間の上に管理部門
有り

306

15,807(39.6)

27
（大学棟）

8,016

114,000
(43,200)

私たちは私たちの責任において最
高の性能を持った建築を提案しま
す。

13,654(34.5)

あり、面積大

・外壁タイル
・外部鉄部をＳＵＳ等

・ＰＳ梁
・体育館の屋根が膜構造

7

満たす

なし

26.6
（講義・実験実習棟）

8,000

115,700
(45,500)

Ｄ

体育館と他の施設間に駐車場を
配置しスポーツゾーンと施設
ゾーンを明確に分離。
・オープンプラザより分棟配置
し各機能に分離。
・外部ホワイエとして機能する
オープンプラザ横にはビオトー
プを配し、また各所に緑化とと
もに池を配し、小自然環境の再
生を促進。

256

・植裁
・外壁：ダブルスキン
・外部鉄部をＳＵＳ等

ほぼ満たす

38,517

14,937(38.8)

2

39,893

31
（実験・研究棟）

なし

・北側植裁
・外部鉄部をＳＵＳ

8,890

124,000
(44,000)

342 379

39,972

16,422(41.1)

29.45
（研究室・教育部門）

114,600
(40,200)

250

満たす

なし

・水セメント比の低減
・鉄筋のメッキ、かぶり厚さ

ほぼ満たす

各　グ　ル　ー　プ　提　案　概　要

建
築

Ａ

・東西横長の２棟をキャノピー
で覆い半外部空間ながらも広大
な交流プラザを形成。
・その他の屋根は屋上庭園及び
テニスコートととして活用。
・南側の棟は東より事務管理・
講堂・食堂・体育館と集散する
施設を一列に配置。

体育館以外免震

8,096

5

項　　目 Ｂ

・スタジオ（実習室）におい
て、学科を越えた実習活動によ
る共学の場を提案。
・管理厚生・講堂・図書館・体
育館ごとに分棟配置し役割を明
確化。
・スタジオは約２４メートルの
大空間に機能用途を重視しフレ
キシビリティーのある設計。

Ｃ

左右対称の講義実習棟の内側
は、２２０人教室から低層化し
段々に屋上庭園を配置。
・外部交流を考え、正門近くに
ホワイエを利用した食堂と講堂
を配置。
・入り口からサークルステー
ジ・スクエアステージと交流を
かねたアプローチ。

     実 験 実 習 研 究

          図  書              講堂管理

                          運動場

               体育館

正
門

正
門

正
門

正
門

正
門

正
門

正
門

 
　　　　　教育研究棟

　　管理棟　講堂体育館　 ｴﾈﾙｷﾞｰ棟

　　　　　　　　運動場

　　　　　　　　　  

運動場 実験、研究棟

講義棟、管理

　         体育館

                 　講堂

図
書
館
棟

メ
デ

ィ

ア
プ

ラ
ザ

　　体育館　　　実験実習講義棟

  　　運動場 　厚生棟　　　図書館

      

　  講堂管理棟

　　　運動場 　　　　 　    実 験 実習

 　　体育館 　　　　　　講義、図書

    

          講堂              管理

食堂

 　　運動場　図書館、講義　実験実習

　　体育館　　

　　  　      講堂

           　 　　　     食堂

   体育館

                講義、実験、実習

　　

管理

 運動場 　厚生

　講堂
       図書館
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備　　考ＧＦＥＤ

各　グ　ル　ー　プ　提　案　概　要

Ａ項　　目 Ｂ Ｃ

コジェネシステム

クールピット

雨水利用システム

校舎棟空調方式

太陽熱給湯

太陽光発電

エレベータ台数

年間熱負荷係数

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費係数/空調

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費係数/換気

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費係数/照明

設備関係諸室
概算面積（㎡）

機械室階高（ｍ）

維
持
管
理

維持管理計画の特徴

コ
ス
ト

割賦料＋維持管理料
（百万円）

6.2

・エネルギー、メンテナンス状
況等のデータ管理
・緊急時応援体制あり
・配管腐食状況確認のため、サ
ンプリング管設置
・機器の汎用性に配慮したｵｰﾌﾟ
ﾝｼｽﾃﾑの採用
・警備ｴﾘｱのｿﾞｰﾆﾝｸﾞあり
・総括責任者設置

0.6

設
備

あり

あり（上水の25％減）

空調機＋ＦＣＵ方式

あり（エネルギー消費50％減）

あり

10＋ダムウェーター１台

133

あり（ｶﾞｽ4300Ｎ立方メートル/
年を削減

あり

あり（雨水利用率19％）

0.7

0.6

1,700

単一ダクト＋ＶＡＶ方式
（各室）

６台

1.1

0.6

214

1,000

1.1

ＶＡＶ＋ＦＣＵ方式
（実習、実験、教室）

あり　300ｋｗ

ｸｰﾙﾋﾟｯﾄ

5.8

・ISO9000/14000ｼﾘｰｽﾞに準じた
業務管理
・エネルギー、メンテナンス状
況等のデータ管理
・利用者満足度調査を実施
・緊急時応援体制あり
・機器の汎用性に配慮したｵｰﾌﾟﾝ
ｼｽﾃﾑの採用
・警備ｴﾘｱのｿﾞｰﾆﾝｸﾞあり

あり（給湯負荷の25％減）

あり（外灯）

あり

ｸｰﾙﾋﾟｯﾄﾁｭｰﾌﾞ

あり（給水の25％減）

1.2

８台

0.6

0.76

240

あり（10,000Ｍｃａｌ/月）

4.5

・エネルギー、メンテナンス状
況等のデータ管理
・利用者満足度調査を実施
・緊急時応援体制あり
・機器の汎用性に配慮したｵｰﾌﾟﾝ
ｼｽﾃﾑの採用

1,700

免震ピット利用給気

あり（上水代替率56％）

1,300

5

・ISO9001による品質管理
・劣化診断を実施
・ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｼｽﾃﾑの採用
・警備ｴﾘｱのｿﾞｰﾆﾝｸﾞあり
・清掃員の社内教育体制あり
・総括責任者設置

ＶＡＶ方式（実験、実習）
単一ダクトＦＣＵ（教室）

0.8

1

あり

７台

320

1.5

4.5

・緊急時応援体制あり
・機器の汎用性に配慮したｵｰﾌﾟ
ﾝｼｽﾃﾑの採用
・総括責任者設置

あり　300ｋｗ

ｸｰﾙﾋｰﾄﾁｭｰﾌﾞ

あり(15立方メートル/日）償却
５年

1.01

0.6

0.8

あり（外灯）

0.4

0.8

６台

4.8

・エネルギー、メンテナンス状
況のデータ管理
・警備ｴﾘｱのｿﾞｰﾆﾝｸﾞあり
・機器の汎用性に配慮したｵｰﾌﾟﾝ
ｼｽﾃﾑの採用
・総括責任者設置

184172

1,900

0.8

900

あり（65立方メートル/日）

５台

ＶＡＶ＋ＦＣＵ方式

あり（ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ120㎡）

あり　150kw

あり（集熱ﾊﾟﾈﾙ181kw/日）

太陽光発電50kw

あり（48立方メートル/日）

ＶＡＶ＋ＦＣＵ方式
（実験、教室）

ｸｰﾙﾋｰﾄﾄﾚﾝﾁ

太陽熱35㎡

ＶＡＶ＋ＦＣＵ方式

あり　600ｋｗ

・ISO14001を踏まえた業務遂行
・エネルギー、メンテナンス状況
等のデータ管理
・大学の相談窓口に責任者常駐
・機器の汎用性に配慮したｵｰﾌﾟﾝｼ
ｽﾃﾑの採用
・粉塵計及び光沢計を使い適正定
期清掃頻度を設定

202

0.98

0.6
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３ 審査の経過

県立保健医療福祉大学施設整備提案審査は、平成12年 1月14日に設置された審査委

員会により平成12年 1月21日に公表した審査方法の基本的考え方に沿って行われた。

審査の進め方は、まず「性能・機能」に関する評価を行い、上位となった提案につ

いて「コスト」による評価を加え、総合的な判断を行ったものである。

審査にあたっては、公平を期するため提案書等には全て無作為にアルファベットの

審査番号を付し、応募者の匿名性の確保に配慮した。

審査の経過は、次のとおりである。

内 容年 月 日

審査委員会設置 平成12年 1月14日

第１回審査委員会 平成12年 1月20日 審査方針及び「審査方法の基本的考え方

（別紙１）」等の検討・決定

審査方法の基本的 平成12年 1月21日

考え方の公表

現地視察 平成12年 2月 3日 横須賀海辺ニュ－タウン概要説明

及び建設予定地視察

第２回審査委員会 平成12年 3月 4日 １ 提案者のヒアリング

２ 審査のとりまとめ手法に関する検討

確認事項回答 平成12年 3月15日 全グル－プから回答を受領

第３回審査委員会 平成12年 3月25日 性能機能面における審査

及び審査のとりまとめ手法に関する検討

（決定事項）

性能・機能評価の審査項目の配点割合（別紙２）を決定し

た上で、性能・機能に関する総合的評価を除いた計画・技術、

維持管理における採点を決定した。



内 容年 月 日

第４回審査委員会 平成12年 3月30日 性能・機能評価

及び上位３グル－プの絞り込み

（決定事項）

１ 性能・機能評価について引き続き意見交換を行った。

２ 上位提案を投票により選定することを決定し、投票の結果

上位グル－プとしてＡ、Ｃ、Ｇに絞込み、総合的評価を加え

た性能・機能評価の最終的な採点を行った。

３ 上位３グル－プへの追加確認事項について協議を行った。

（性能・機能の上位３グル－プ採点結果）

Ａ Ｃ Ｇ

計画・技術、維持管理 56.62 59.99 63.66

15.62 13.62 13.25総 合 的 評 価

計 72.24 73.61 76.91

追加確認事項回答 平成12年 4月 5日 ３グル－プから回答を受領

第５回審査委員会 平成12年 4月 7日 総合的判断・優秀提案等の選定

（決定事項）

性能・機能評価で上位となった３グル－プについて、コス

ト評価（コスト比較・長期的な事業実現性の判断）及び追加

確認事項の照会結果等を踏まえた意見交換を行い、総合的判

断を行った。（各委員が上位３グル－プに対しそれぞれに順

位を付け投票を行い、それぞれの順位を１位２点、２位１点、

３位０点で換算し、優秀提案、佳作１位、佳作２位を決定し

た。）

Ａ Ｃ Ｇ

優秀提案 Ａ

１位 ４票 １票 ３票

佳作１位 Ｇ

２位 ３票 １票 ４票 →

佳作２位 Ｃ

３位 １票 ６票 １票

得点 １１ ３ １０



別紙 １

平成12年１月20日

県立保健医療福祉大学施設整備提案審査委員会決定

審査方法の基本的考え方

１ 募集要項における審査の考え方

「事業・資金」「技術」「維持管理」の各面を総合的に審査するが、次の事項を重視する。

①県の提示条件等に沿った上で、より優れた提案が行われていること

②優れた品質管理が行われ、期限までに確実に工事を完工し県に引渡しできること

③総事業費の抑制など財政資金の効率的かつ効果的な使用が図られること

２ 審査方法

(1)審査項目

次の項目を基本に適切に項目を設定し、評価を行っていく。

〔 大項目 〕 〔 中項目 〕

提示条件

機能性・快適性

計画・技術 安全性・福祉配慮

環境配慮

実現性

基本方針

性能・機能 維 持 管 理 管理体制

サ－ビス水準

経済性（光熱水費等）

総合的評価

外観デザイン、創意工夫点など）（

企業体力・信用力

事業・資金] 設計・建設実績

資金調達の妥当性・安全性（事業の実現性）

コスト 割 賦 料

維持管理料

(2) 審査の進め方

審査の進め方については、まず「性能・機能」に関する評価を行い、上位となった提案について



「コスト」による評価を加え、総合的に判断することとする。

なお、具体的な審査の進め方については審査委員会において検討を行っていく。

３ その他

提案提出後、応募者からヒアリングを行い審査の参考とする。



別紙 ２

審査項目の分類と配点の考え方

(1) 性能・機能

大項目 配点割合 中項目 配点割合 小項目

法規、配置計画、設備計画・・・計画・技術 提示条件 ２０％

機能性・快適性 、空調ゾーニング計画１０％ 外構動線計画

・・・６０％

安全性・福祉配慮 、身障者等対応、機械排煙１０％ 構造計画

計画・・・

環境配慮 ・・・１０％ 緑化計画、省エネルギー計画

実現性 、塩害対策・・・１０％ 全体面積

小計 ６０％

基本方針 ・・・維持管理 ３％ 品質確保、環境への配慮

体制 ・・・管理 ３％ 統括方法、配置・人数

２０％

サ－ビス水準 ・・・６％ 建物保守管理、設備点検保守

経済性 光熱水費等 ・・（ ） ８％ 光熱水費、消耗品費

小計 ２０％

外観デザイン、創意工夫点など総合的評価 ２０％

合計 １００％

( ) コスト2
企業体力・信用力

事業・資金 設計・建設実績

資金調達の妥当性・安全性（事業の実現性）

コスト 割 賦 料 利子（基準金利＋スプレッド）

元金（建築費＋設計管理費＋諸経費）

維持管理料 維持管理業務対象経費

物価上昇分



４ 入賞者一覧

〇 優秀作品（１点） Ａグル－プ

（事業会社）◎㈱大林組

（設計企業）○㈱東畑設計事務所

（建設企業）○㈱大林組

〇 佳作１位 Ｇグル－プ

（事業会社）◎オリックス㈱・鹿島建設㈱・鹿島リ－ス㈱・日鐵リ－ス㈱

（設計企業）○㈱日建設計

（建設企業）○鹿島建設㈱・新日本製鐵㈱

〇 佳作２位 Ｃグル－プ

（事業会社）◎三井物産㈱・三井不動産㈱

（設計企業）○㈱松田平田

（建設企業）○西松建設㈱

＊ ◎は代表事業会社・○は幹事企業



- 1 -

５ 総 評

今回提出された提案は、提案要請からわずか２ヶ月という短期間にもかかわらず、内容

の充実した、それぞれに特色を持ったすばらしい提案であった。

計画、技術面については、配置はそれぞれにバリエーションがあったものの、募集要項

に提示した周辺への日影等の影響についても配慮しており、また、内部についても、本４

「 」 。年制大学の理念である 連携と交流 に配慮した空間をそれぞれに個性的に表現していた

免震構造についてもすべての提案がこれを採用し、また、環境配慮についてはいずれの提

案も太陽光発電、太陽熱給湯、雨水利用を取り入れ、福祉施設についてもハートビル法の

誘導的基準及び福祉の街づくり条例をほぼ満たすものとなっており、いずれの提案も県の

施設としての性格を正確に理解し、高いレベルの提案がなされていた。

また、維持管理面についても多くの提案が、エネルギーやメンテナンス状況等のデータ

管理、責任者の設置、緊急時の応援体制などの点で、県が示した性能を超える提案も数多

くみられた。

一方、コスト面については、いずれの提案も県が直接事業を実施した場合の想定額を相

当程度下回っており、効率的な財政資金の活用という観点からも、全提案とも期待に応え

るものであった。

このような粒ぞろいの提案の中で、Ａグループの提案は、

① 教育研究棟を独立させるなど、各機能を持つ建物の配置・ゾーニングが明確であると

ともに、ゆったりとした交流プラザや開放的な体育館の設計など、学科を越えた交流や

大学としてのにぎやかさがあり、開かれた大学のイメージにふさわしいとされ、また、

正門の位置や駐車場の位置の工夫により、人と車の動線の分離に配慮した計画となって

いること

② 大屋根のある建物が、海辺都市横須賀のシンボルとして打ち出されており、周辺の街

並みにアクセントを与え、また大学に接する東西２つの道路を交流プラザでつなぐレイ

アウトが、街づくりを十分に意識した計画であること

③ 事業の実現性についても、他に低いコストの提案はあったが、企業の資力・信用力と

、 、 、 、も問題がなく スプレッド 資金調達の提案も妥当であり 流動的な要素を極力排除し

リスク移転がなされている提案であり、長期的な事業の遂行が確保されていること

などが特に評価された。



- 2 -

また、佳作１位に選定されたＧグループの提案については、

① 性能・機能面、コスト面とも、全体的にバランスがとれた提案であり、デザイン面に

おいても機能性を重視したキャンパスらしいものであること

② 維持管理においては、２名の常駐責任者を配置するなど、他の提案に比べその管理体

制が充実していること

③ 他の提案に比べ、コストが安く、特に金利が最も低いこと

などが評価された。

一方、佳作２位に選定されたＣグループの提案については、

① 緑空間がキャンパス内に適切に配置されるとともに、建物のデザインが親しみやすい

ものとなるよう工夫がなされるなど、周辺環境との調和に配慮されていること

② レイアウト、デザインにインパクトがあること

などの点が評価された。



資料 １

神奈川県立保健医療福祉大学（仮称）施設整備事業に関する

プロポ－ザルの概要について

１ 事業の概要

(1) 事業名

神奈川県立保健医療福祉大学（仮称）施設整備事業

(2) 事業内容

本公募により選定された事業者は、その提案を基に設計・施工した建物等を神奈川

県に譲渡し所有権を移転するとともに所有権移転後の施設に関して維持管理業務を行

う。

(3) 業務の範囲

事業者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。

① 設計及びその関連業務

② 建設及びその関連業務

③ 工事を伴う備品整備業務

④ 工事監理業務

⑤ 周辺影響調査

⑥ 電波障害対策

⑦ 開発許可、建築確認等の手続業務及び関連業務

（ただし、大学設置認可等、文部省及び厚生省に対する諸手続は県が行う。）

⑧ 県への所有権移転業務

⑨ 30年間の割賦販売業務

⑩ 引渡し以降平成45年３月までの維持管理業務

(4) 建設場所

横須賀市平成町１丁目10番

(5) 建物の引渡及び所有権移転の期限

平成15年１月31日

(6) 大学の開学時期

平成15年４月１日

２ 事業者選定の流れ

県の示す資格を満たした応募者から、募集要項に示す提示条件に基づく設計、施工、

資金調達及び維持管理の業務に関する提案を受け、県職員及び学識経験者等で構成す

る審査委員会により優秀提案を１、佳作提案を若干選定する。

県は、優秀提案者と細部を協議の上、事業者を決定する。



３ プロポ－ザル実施スケジュ－ル

(1) 募集要項及び資料の配付 平成11年10月19日（火）～10月25日（月）

(2) 質問と回答 平成11年10月25日（月）～11月22日（月）

(3) 説明会の開催 平成11年11月５日（金）

(4) 参加表明書の受付 平成11年12月１日（水）～12月６日（月）

(5) 応募資格の確認・提案の要請 平成11年12月８日（水）

(6) 提案書の受付 平成12年２月８日（火）～２月10日（木）

(7) 優秀・佳作提案の選出、結果公表 平成12年４月７日（金）

(8) 事業者の選定・結果公表 平成12年４月下旬（予定）

４ 応募者の資格

応募者は、①県に売買により当該建物等を譲渡する企業、②建物等を設計する企業、

③建物等を建設する企業とする。①～③の役割の全部又は２つを、１つの企業が兼ね

ることができる。①～③の役割に対して複数の企業で共同して参加する場合には、そ

れぞれの代表を決める。

応募者を構成する企業の要件は、次のとおりである。

○「神奈川県競争入札参加資格者名簿」の関連種目に登録していること。

○ 設計企業は、建築士法第23条の規定に基づく一級建築士事務所の登録を行ってい

ること。

○ 建設企業は、建設業法第３条第１項目の規定により、建築一式工事につき特定建

設業の許可を受けた者であること。

なお、次に掲げる者は、応募者の構成員となることができない。

○ 地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当する者

○ 県の指名停止期間中である者

○ 本事業の遂行に係わった者

５ 県からの提示条件と提案事項

(1) 事業・資金面

〔県からの提示条件〕

○ 業務の範囲

○ 県からの割賦金の支払方法（30年償還、年２回払い、５年毎の元利均等払

い（各５年毎の支払元金は均等））

○ 基準金利に関する条件（基準金利は、６カ月ＬＩＢＯＲベース５年物（円－円）

金利スワップレートとし、５年毎に改定する。）



〔応募者の提案事項〕

○ 基準金利に上乗せする金利・算出根拠

○ 30年間の総事業費

○ 資金計画

(2) 技術面

〔県からの提示条件〕

○ 施設整備の基本方針

○ 設計や設備・諸室等に関する条件（諸室の数及び種類、配置・外構計画、施設・

設備等の設計上の要件等）

○ 建設予定地に関する関連法令や規制

○ 建設費の上限（１８０億円）

〔応募者の提案事項〕

○ 設計方針

○ 県の提示条件に対する必要な対策

○ 各種設計図書

○ 建設関連経費の概算費用

(3) 維持管理面

〔県からの提示条件〕

○ 業務の範囲と仕様

○ 県によるサービス水準の確認方法

○ 県からの支払方法

〔応募者の提案事項〕

○ 業務内容

○ 見積金額

○ 長期修繕計画

(4) 県と事業者との責任分担に関する事項

県は、予想されるリスクとその責任分担を提示し、応募者は、負担すべきリスクに

ついて、その対応等を想定した上で提案を行う。

６ 審 査

審査委員会により、「事業・資金」、「技術」及び「維持管理」の各面から総合的に

審査を行い、審査結果については公表する。

７ 参加協力金

優秀提案及び佳作提案を行った応募者（ただし、事業者を除く）に参加協力金として

１００万円を支払う。
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資料２

県立保健医療福祉大学施設整備提案審査委員会委員名簿

所 属 氏 名 備 考

北里大学副学長 柴 忠義

日本政策投資銀行プロジェクトファイナンス部長 高橋 達雄

明治学院大学副学長 山崎 美貴子

横浜国立大学工学部教授 山田 弘康

神奈川県総務部次長 石田 稔

神奈川県総務部技監 花方 威之

神奈川県福祉部長 小野 康夫

神奈川県衛生部長 滝沢 秀次郎 委員長

平成１２年１月１４日現在



資料 ３

県立保健医療福祉大学施設整備提案審査委員会

の設置及び運営に関する要綱

（趣旨）

第１条 神奈川県立保健医療福祉大学（仮称）の施設整備に関する提案書の審査を行うた

め、神奈川県立保健医療福祉大学（仮称）施設整備提案募集要項第３項第３号に定める

審査委員会として県立保健医療福祉大学施設整備提案審査委員会（以下「審査委員会」

という ）を設置する。。

（所掌事項）

第２条 審査委員会は、大学施設整備に係る提案書等を審査し、優秀提案を１、佳作提案

を若干数選定する。

（組織）

第３条 審査委員会は、委員長及び委員をもって構成する。

２ 委員長は、衛生部長をもって充てる。

３ 委員は、福祉部長、総務部次長、総務部技監及び知事が委嘱する者をもって充てる。

４ 知事は、建築に関する学識を有する者、大学教育に関する学識を有する者及び民間資

金の活用に関する学識を有する者のうちから５名以内の委員を委嘱するものとする。

５ 委員長は、委員会の会務を総括する。

（会議）

第４条 審査委員会は、必要に応じて委員長が招集する。

２ 審査委員会は、委員の２分の１以上の出席がなければ開催することができない。

３ 審査委員会の議事は、出席委員の過半数の同意をもって決するものとする。

（幹事会）

第５条 審査委員会に幹事会を置く。

２ 幹事会は、別表に掲げる者をもって構成し、座長は、衛生部次長をもって充てる。

３ 座長は、幹事会の会務を掌理する。

４ 幹事会は、座長が招集し、大学施設整備に係る提案書等について調査・検討し、審査

委員会に提出する資料の調整を行う。

（委員でない者の出席）

第６条 委員長及び座長は、必要があると認めたときは、その会議に、専門的事項に関し

学識経験のある者その他関係人の出席を求め、その意見又は説明を聴くことができる。

（責務）

第７条 委員及び幹事は、公正な審査に努めなければならない。

２ 委員及び幹事は、直接間接を問わず、一切この提案に参加してはならない。

（庶務）

第８条 審査委員会及び幹事会の庶務は、衛生部衛生総務室が、総務部財産管理課、総務

部建築工事課、総務部建築設備課と共同して行うものとする。

（設置期間）

第９条 審査委員会の設置期間は所掌事項が終了するまでの間とする。

（その他）

第10条 この要綱に定めるもののほか、審査委員会に必要な事項は、審査委員会に諮り、

委員長が別に定めることができる。



附 則

１ この要綱は、平成12年１月14日から施行する。

２ 要綱第３条第３項の規定にかかわらず、福祉部長、総務部次長又は総務部技監に人事

異動があった場合、委員長は、審査委員会に諮り前職の者を引き続き委員とすることが

できる。

３ 附則第２項は、平成13年3月31日から施行する。

別表

総務部 総務室長

財産管理課長

リース・ＰＦＩ担当課長

施設整備計画担当課長

建築工事課長

建築設備課長

福祉部次長福祉部

衛生部次長衛生部

衛生部参事


